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水　緑　文化

日

本
に

来
て
四

年

八
ヵ

月
に

な

り
ま

す
。

最

初
は

、
生

活

が
便

利
で

、
日

本
は

素
晴

ら
し

い

先

進

国
だ

と

思
い

ま
し

た
が

、
住

ん
で

い

る
う

ち
に
日

本

も

さ
ま

ざ
ま

な
社

会
問

題

を
抱
え

て

い
る
こ

と

が

分
か
つ

て

き
ま

し
た

。

私

の

国
も
こ

れ

か
ら

発
展

し
て

い

く
の
で

し

ょ

う
が

、
日

本
の

現
状

を
見
て

い

る
と

少
し

心

配
な

こ

と
も

あ
り

ま
す

。

ノルシナ･ハジ･アブさん

66-11

11

外から見た日本

日本語スピーチコンテスト

1
1
月
2
8
日
市
民
劇
場
で
、
財
松
戸
市

国

際
交
流
協
会

主
催
に
よ

る
「
外

国
人

に

よ

る
日

本

語

ス

ピ

ー
チ

コ

ン

テ

ス

ト
」
が
行

わ
れ
ま
し

た
。
ア
ジ
ア

・
欧

米

・
オ
セ
ア
ニ

ア

ー
ア
フ

リ
カ
の

九
力

国

か
ら
十

八
人

が
参
加

。
在
日

経
験
は

短
い

人
で
二
ヵ

月
、
長
い
人

は
約
五
年

。

十
七

歳
の

高
校
生
か

ら
三

十
代
の

会
社

員
ま
で
、
年

齢
や
職

業
も
さ
ま

ざ
ま
で

す
。ス

ピ
ー
チ

の
内
容

は
、
日
本
の

印
象

を
た
ど

た
ど
し

く
語
っ

た
も
の

か
ら
。

「
パ
チ
ン
コ

」

を
通
し
て
日
本
文

化
を

考
察
し

た
も
の

ま
で

幅
広

く
、
日

本
の

文
化
へ

の

理
解

と
熱
意
に

あ
ふ
れ
て
い

ま
し

た
が
、
私

た
ち
が
見
逃
し

が
ち
な

こ

と
へ

鋭
い
指

摘
を
加
え
た

も
の

も
あ

り
、

異
な
る
文
化
へ

の
理

解
の

大
切
さ

を
強

く
感
じ

さ
せ
ら
れ

た
一
日

と

な
り

ま
し

た
。

市役所は、平成５年１月から毎週土曜日が休みになります。(市立病院の外来は、２月６日から土曜日が休みになります）

後日行われた、クリスマス・パーティーを兼ねた交流会で談笑する皆さん

優勝したマレーシアの

市役所の代表電話は



下水・排水、交通安全に関心

地

域
の

要

望
や
責

重

な
意

見
を

聞

き
、
よ

り

住
み

や

す
い
街

を
つ

く

る
た

め
の
市

政

懇

談
会

が
、
1
0
月

2
6日

か

ら
1
2
月
３

日

ま
で

、
市

内

十
二

の
地

区
で

開

催

さ
れ

ま
し

た
。

各
地

区
か

ら
は

、
日

ご
ろ

か

ら
市
と

市

民
の

パ
イ

プ

役
と
し

て

活
躍
し

て
い

る
市

政

協
力

委

員
が

、
市

か

ら
は

宮
闕
市

長

を
は
じ

め

、

関
係

部
課

長
が

出
席

し

ま
し

た
。

懇
談

会
で

は
、

合
計
二

百

八
十

五

件
の

質
問

や
要

望

が
出

さ

れ
、
活

発
な

意
見

交

換
が
行

わ

れ
ま

し
た

。

地
域
か
ら
の
質
問
や
要
望
を

聞
き
、
市
政
に
反
映
し
て
い
こ

う
と
い
う
市
政
懇
談
会
は
、
毎

年
こ

の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。各
地
域
の
住
民
か
ら
出
さ
れ

た
市
へ
の
要

望
や
意
見
を
、
市

政
協
力
委
員
が
代
表
し
て

市
側

へ
述

べ
、
市
長
を
は
じ
め
関
係

部
課
長
が
答
え
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は

、
河
川
の
浄

化
や

側
溝
の
つ
ま
り
な
ど
の
下

水
・

排
水
整
備
が
五
十
六
件
と

信
号
機
設
置
の
要
望
も
出
さ
れ
ま
し
た

一
番
多
く
、
続
い
て
信
号
機
の

設
置
な
ど
交
通
安
全
関
係
と
な

っ
て
い
ま
す
。

貴
重
な

意
見
を

市

政
に
生

か
す

市
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

貴
重
な
意
見
・
要

望
を
大
切
に

し

、
実
行
で

き
る

も
の
は
、
す

ぐ
に
行
い
ま
す
。

長
期
に
わ
た
る
も
の
に
つ
い

て
は

、
地
域
の

皆
さ
ん
と
連
絡

を
密
に
し
、
実
現
に
努
力
し
て

い

き
ま
す
。

暦

地
域

振
興
課
振
興
係

きれいな水辺はみんなの願い

市政懇談会での主な質問・要望事項

物品買入れ等

指名競争入札参加希望者

平
成
５
・
６
年
度
分
受
け
付
け

受
付
…
１
月
1
1
日
囲
～
2
9
日

吻

（
土

・
日

曜
日

、
祝

日

を

除

く

）

午
前

８

時
3
0
分

～

午

後
４

時
3
0
分

受

付

揚

所

…

財

政

部

管

財

課

、

清
掃

部

管

理

課

、
教

育

委

員

会

管
理

部

庶

務

課

、
水

道

部

庶

務

課
、

消

防

局

総

務
課

、

市

立
病
院
管
財
課

業
務
内
容
…
①
市
が
発
注
す

る
備
品
・
消
耗
品
・
印
刷
物
件

等
を
納
入
で
き
る
業
者
②
委
託

業
務
を
受
注
で

き
る
業
者

申
請
書
の
販
売
…
１
月
2
9日

窗
ま
で
市
役
所
地
下
売
店
で

※
市
で
は
隔
年
で

受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で

、
資
格
は
二
年

間
有
効
で
す
（
６

年
度
の
書

類
提
出
は
不
要
。
申
請
内
容

に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
、

そ
の
都
度
、
変
更
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い

）
。

梵
管
財
課
用
度
係

質間・要望事項
平成２年度 平成３年度 平成４年度

件数 割合 件数 割合 件数 割合

交通安全関係

(規制・信号・

駐輪場等)

50 20.7％ 46 16.9％ 44 15.4％

下水・排水整備

(上下水道・河川

・側溝)

44 悃.2％ 62 22.9％ 56 19.6％

道路整備

(新設・舗装・

補修)

36 14.9％ 40 14.8％ 32 11.2％

公　 園　　　 ’

（子供の遊び場・樹木

･21世紀の森と広場）

22 9.1％ 28 10.3％ 29 10.2％

防犯・防災関係 13 5.4％ 11 4.1％ 13 4.6％

環境衛生

(ごみ・し尿・公害

・草刈り等)

11 4.5％
18

6.7％ 32 11.2％

そ　　の　　他 66 27.2％ 66 24.3％ 79 27.8％

計 242 巛〕％ 271 旬O％ 285 100％

相談のご案内
相談はすべて無料です。お気軽にご利用を

相 談 名 日　 時 会　場

商人よろず相談

(経堂融資相談改め)

圜商工課振興係

２／３冰）

午刪働30分~午後3則膀

新松戸市民

センター

1 /20圉 ・2 /17冰）

午前10時～午後４時
市役所

相談

コーナー労働相談　 ※

圀商工課労政係

1 /1胆･2/1 回･15目

午後１時～５時

消費生活苦情相談

圀消費生活ｾﾝﾀｰき65-6厖番

月～金曜日

午前９時～午後４時

消費生活

センター

女性就業相談

鬩商工課労政係

毎週水・金曜日

午前10時～午後４時

内職

相談室

相談名 日　時 会場

法律相談

毎週火淙 曜日と毎月第2･ 第4 月曜

Eﾖ午後謫~5 時､毎月剿 月曜日午

前鵬~ 正午( いずれも予約制)
市

役
所
相
談コ

｜ナ

｜

税務相談 1/8廁･2/12詢午後鴨~5 時

登記相談 2/19閨 午後謫~4 時ぶ)分

行政相談
1 /11 回 ・25(月)・２／８(月)

午 後 １時 ～ ３時

住宅相談 毎週水曜日午前10時～午後4時

発明相談 1 /13團･2/1齟 午後1時～3 時

交通事故・市

政・一般相談

毎日午前８時30分～午後５時

(土曜日は午後Ｏ時30分まで)

市民相談
室

心配ごと相談・人権相談巡回年金相談

会　場 日　 時

市役所

相談コーナー
第１～第４金曜日

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

常盤平支所 １／６困･２／３伽

馬橋支所 Ｏ２／１(月)

六実支所 ○２／２(火)

小金原

市民センター
1/7 困･2/4 困

小金

市民センター
１／５㈲･２／２(火)

新松戸

市民センター
○2/3 伽

※労働相談は柏労働基準監督署（さ0471－63－0245番）でも行つ

ていま す。
圏 市民相 談室(金銭問 題の相談も行い ます)

※全地区 １／５(刈～22刪 は人 権相談のみ

※○EDは心配ごと相 談のみ

※人権 相談 は干葉 地方 法務局 松戸支局

(a63 －6278 番) でも 行っていま す。

賎人権相談＝援護課庶務係､心配ごと相談＝

社会福祉協議会昔68－0503番

会　場 日　時

常盤平支所 １／５(火)・２／２(火) 午前
10
時～
午後
3時

小金支所 1/8 廁･2/5 廁

小金原支所 1 /12(火)・２／９(火)

馬橋支所 1 /14困・2 /12剛

六実支所 1 /19㈲・2 /16(火)

新松戸支所 1 /22廁・2 /19圈

矢切支所 1 /26(火)・2 /23(火)

東部支所 1 /29應・2 /26廊

※上 記以 外の日は国民年 金課へ

黯 国民年 金課適用係

高
等
学
校
入
学
資
金
を

来

春

、

高
校

（
高

等

専
門

学

校

を

含
む

）
に

入

学

す
る

生
徒

が
い
て

、

経
済

的

な

理

由
で

入

学

さ
せ

る
こ

と

が

困

難

な

保
護

者

に

、

高

等
学

校

入

学

資
金

を

お

貸
し

し

ま

す

。

貸
付
限
度
額
…
三
十
万
円
以

内
（
公

立
と
私
立
で
は

額
が
異

な
り
ま
す
）

資
格
…
①
成
績
良
好
、
品
行

方
正
で

出
身
中
学
校
長
が
推
薦

し
た
健
康
な
生
徒
で

あ
る
こ

と

②
保
護
者
が
引
き
続
き
一
年
以

上
市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ

と

③
市

内
に

居
住

す

る

確

実
な

連

帯

保

証
人

が
得

ら

れ

る
こ

と

受
付
…
１
月
1
1
日
㈲
～
2
9
日

廊

（
土

・
日

曜
日

、

祝
日

を

除

く

）

午

前
８

時
3
0
分

～
午

後
５

時

の

間
に

援
護

課

窓

口
で

申

請

書

類

…
①

高

等

学
校

入

学
資
金
貸
付
申
請
書
（
備
え
付

け
）
②
出

身
中
学
校
長
の

推
薦

書
③
住
民
票
（
家
族
全
員
載
っ

て
い
る
も
の
）
ま
た
は
外

国
人

登
録
済
証
明
書

④
収
入

証
明
書

〔
家
族
で

収
入
の
あ
る
人

全
員

の
平
成
４

年
分
の
源
泉
徴
収
票

と
最
新
の

給
与
支
払
証
明
書
。

自
営
業
者
は
平
成
４

年
度
（
平

成
３
年
分

）
の
所
得
証
明
書
〕

⑤
成
績
証
明
書

※
貸
付
は
３
月
中
旬
ご
ろ
か
ら

に
な
り
ま
す
。

蠢
援
護
課
援
護
係

本
庁
地
区
で
の

懇
談
会

下水道の幹線（右）

お
貸
し
し
ま
す

市
政
懇
談
会
終
わ
る

１・２月



は
ば
た
き
み
ら
い
ま
つ
ど
5
0

市制施行50周年

広
報
ま
つ
ど
1
0月
５
日
号
で
、

市
制
五
十
周
年
記
念
事
業
の
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
募
集
し
た

と
こ

ろ
、
小

学
生
か
ら
お

年
寄

り
ま
で
百
六
十
点
（
七
十
九
人
)

も
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
で
の
厳
正
な
審

査
の
結
果
、
最
優
秀
に
は
上
野

久
さ
ん
(
小
金
在
住
）
の
「
は
ば

た
き
　

み
ら
い
　
5
0」

が
選
ば

れ
ま
し
た
。

選
定
理
由
に
は
①
言
葉
が
簡

潔
で
イ
メ
ー
ジ
に
広
が
り
が
あ

る
②
語
感
に
リ

ズ
ム
が
あ
る
な

ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。

市
制
五
十
周
年
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ

ー
ズ
は
、
上
野
さ
ん
の

作

品
に

「
ま
つ
ど
」
を
加
え
て

、

『
は
は
た
き
　

み
ら
い
　

ま
つ

ど
5
0』
に
決
定
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
来
年

一
年
間
を
通
じ
て

、
記
念
の
催

し
物
や
広
報
活
動
に

使
わ
れ
ま

す
。優
秀
賞
に
は
増
田

忠
孝
さ
ん

（
古
ヶ
崎
在
住
）
の
「
や
さ
し
さ

と
　

心
の
ふ
れ
合
う
　
街

づ
く

り
」
と
、
滝
本
文
也
さ
ん
（
栄

町
在
住
）
の

「
す
き
で

す
　
こ

こ

ろ
ふ

れ
あ
う
　

ま
つ

ど
」

が

選
ば
れ
ま
し
た
。

入
選
し
た
方
は
４

月
1
8日
に

開
催
予
定
の
五
十
周
年
記
念
式

典
に
招
待
し

、
賞
状
と
記
念
品

に

決

定

を
贈
り
ま
す
。

ま
た
抽
選
で
五

十
人
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
テ
レ

ホ
ン

カ
ー
ド
を
お

送
り
し
ま
す
（
４

月
ご
ろ
の
予

定
。
発
表
は
発
送
を
も
っ
て

か

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
。

蠢
五
十
周

年
準
備
室

市立松戸高校

平成５年度生徒募集

募
集
定
員
…
全
日

制
普
通
科

第
一
学
年
・
四
百
四

十
人

足

員
の
お
お
む
ね
一
五
％
以
内
は

推
薦
と
な
り
ま
す
）

応
募
資
格
…
中
学
校
も
し
く

は
こ

れ
に
凖
ず
る
学
校
を
卒
業

し
た
人
、
ま
た
は
３

月
卒
業
見

込
み
の
人
で

、
市
内
に

住
ん
で

い
る
人
出
願
手
続
き
…
所
定
の
入
学

願
書
、
定
形
封
筒
（
志
願
者
の

住
所
・
氏
名
・
郵
便
番
号
を
明

記
し
、
六
十
二
円
切
手
を
張
っ

た
も
の
）
を

、
在
籍
（
出
身
）
中

学
校
長
を
経

由
し
て

提
出
し
て

く
だ
さ
い

。

願
書
等
提
出
期
間
…
２
月
２

日
㈹
～
４
日
團
、
午
前
９
時
～

午
後
４

時
3
0分
（
４
日
は
正
午

ま
で
）
志
願
変
更
受
付
期
間
…
２

月

８
日

㈲
～
1
0日
圉
、
午
前
９

時

～
午
後
４
時
3
0分
（
1
0日
は
正

午
ま
で

）

学
力
検
査
…
２
月
2
5
日
出
・

2
6日
金
、
市
立
松
戸
高
校
で

入
学
許
可
候
補
者
発
表
…
３

月
４
日
出
午
前
８

時
3
0分
か
ら

市
立
松
戸
高
校
で

※
市
外
の
人
で

も
、
保
護
者
の

転
勤
・
転
居
で

市
内
に
居
住

す
る

予
定
の
人
は
、
特
別
の

手
続
き
に
よ
り
受
験
で
き
ま

す
。

蠢
市
立
松
戸
高
校
音
8
5
1
3
2

0
1
番

今
ま
で
の
代
表
電
話

容
6
6－
1
1
1
1

番
の
ほ
か

に
、
各
課
直
通
電
話
を
取
り
付
け
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

鬩
管
財
課
庁
舎
管
理
係

市役所部・課名等 電話番号 市役所部・課名等 電話番号 市役所部・課名等 電話番号

収　 入　 役　 室 66－7301 清 掃 部　　　 ごみを減らす課 66－7332 下水道部　　計画業務課 66－7361

す　ぐ　や　る　課 66－7302 清掃第１課 66－7333 施設課 66－7362

秘　　　書　　　課 66－7303 清掃第２課 66－7334 工務第１課 66－7363

総務部　　　庶務課 66－7305 施設課 66－7335 工務第２課 66－7364

人事課 66－7306 環境保全部　生活環境課 66－7336 建築部　　　住宅課 66－7366

事務管理課 66－7307 公害課 66－7337 建築課 66－7367

工事検査室 66－7308 公害研究所 66－7338 建築指導課 66－7368

防災課 66－7309 市民部　　　市民課 66－7340 都市計画部　都市計画課 66－7372

50周年準備室 66－7310 安全課 66－7341 街路課 66－7373

企画部　　　企画課 66－7311 保健衛生部　老人保健課 66－7342 都市整備部　開発計画課 66－7374

‘　　　　　　　 交 通 計 画 課 66－7312 おせわ課 66－7343 区画整理課 66－ｱ375

文化会館開設室66－7313 保健衛生課 66－7344 再開発課 66－7376

財政部　　　財政課 66－7315 健康管理課 66－7345 公園緑地部　公園緑地課 66－7378

管財課 66－7316 福祉部　　　ながいき課 66－Z346 白井聖地公園課 66－7379

広聴部、　地域振興課 66－7318 援護課 66－7347 市議会事務局　庶務課 66－7381

市民相談室 66－7319 しあわせ課 66－7348 議事課 66－7382

広報課 66－7320 福祉事務所 66－7349 調査課 66－7383

税務部　　　税制課 66－7321 厚生部　　　保育所課 66－7351 監査委員事務局　監査課 66－7385

市民税課 66－7322 国民年金課 66－7352 選挙管 理委 員会 66－7386

資産税課税課 66－7323 国民健康保険課 66－7353 農　業　委　員　会 66－7387

資産税調査課 66－7324 こども課 66－7354 水道部　　　庶務課 66－ｱ388

収納課 66－7325 景　観　担　当　室 66－7356財まつど街と水辺の緑化基金 66－7389

経済部　　　商工課 66－7327 士木部　　　管理課 66－7357財松戸市施設管理公社 66－7390

農政課 66－7328 道路課 66－7358 福祉医療ｾﾝﾀｰ 開設準備室 66－7391

消費生活課 66－7329 河川課 66－7359

清掃部　　　管理課 66－7331 都市水路課 66－7360

あ
な
た
の
健
康

術
後
の
摂
生
が
大
切

目
の
水
晶
体
（
カ
メ
ラ
に
例

え
れ
ば
レ
ン
ズ
に
当
た
る
部

分
）
が
濁
っ
て
、
物
が
は
っ
き

り
見
え
な
く
な
っ
て
く
る
病
気

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
白
内
障

と
い
い
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
も

の
は
老
化
と
と
も
に
起
こ
っ
て

き
ま
す
。

近
年
、
こ
の
混
濁
し
た
水
晶

体
を
取
り
除
い
て
、
代
わ
り
に

透
明
な
人
工
の
レ
ン
ズ
を
挿
入

す
る
手
術
が
、
盛
ん
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
人
工
水
晶
体
（
眼
内

レ
ン
ズ
）
移
植
術
と

呼
ば
れ
て

い
ま
す

が
、
昨
年
一
年
間
で

二
十
八
万
個
の
人
工

レ
ン
ズ
が
移
植
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
す
。

今
年
４
月
の
診
療

報
酬
の
改
訂
に
よ
っ

て
、
こ
の
手
術
が
保

険
適
用
と
な
り
、
手

術
費
の
負
担
が
軽
く

な
り
ま
し
た
。

手
術
は
日
進
月
歩

し
か
し

、
も
と
も
と
眼
球
の

内
部
は
、
ど
ろ
り
と
し
た
透
明

な
物
質
で

、
血
管
も
な
く

、
白

血
球
や
リ
ン
パ
球
な
ど
の
免
疫

細
胞
も
存
在
し
な
い
の
で

す
。

で

す
か
ら
免
疫
力
が
弱
く

、

百

緬

菌
が
侵
入
す
る
と

炎
症

は
ひ
ど
く
な
り
、
失
明
す
る
こ

と
さ
え
あ
る
の
で

す
。

従
っ
て

、
手
術
後
は
大
事
を

と
る
べ
き
で

、
三
日

～
七
日
の
入
院

が
妥

眼内レンズの
普及と問題点

当
と
思
わ
れ
ま
す
。

術
後
の

安
静
や
清

潔
な
点
眼
、
合
併
症

の
管
理
な
ど
の
養
生

を
厳
守
す
る
こ

と
が

大
切
に

な
り
ま
す
。

日
本
眼
科
医
会
か

ら
も
「
通
院
手

術
を

日
本
で

安
易
に
ま
ね

る
の
は
望
ま
し
く
な

い
」
と
の
見
解
が
公

表
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
に
ア
メ
リ
カ

の
住
宅
環
境
は
日
本

よ

り
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

手
術
で
き
な
い
と
き
も

こ

の
手
術
の
日
本

に
お
け
る

第
一
号
は
二
十
年
程

前
で

し
た

が
、
今
で

は
当
時
と

比
較
に
な
ら
な
い
く
ら
い
長
足

の
進
歩
を
遂
げ
、
人
エ
レ
ン
ズ

の
形
質
も
改
善
さ
れ
、
手
術
時

間
も
数
十
分
と
短
く
、
手
術
顕

微
鏡
を
は
じ
め
と
し
た
ハ
イ
テ

ク
技
術
の

革
新
に
よ
っ
て

、
視

力
回
復
も
比
較
的
容
易
に
な
り

ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
「
簡
単
な
手
術
」

と
軽
ん
じ
る
風
潮
さ
え
も
広
ま

っ
て
き
ま
し
た
。
最
近
の
ア
メ

リ
カ
で
は
、
通
院
手
術
が
行
わ

ま
た
技
術
の

向
上
に
伴
い

、

今
ま
で
合
併
症
な
ど
の
た
め
手

術

が
不
可

能
た

っ

た
場

合
で

も
、
手

術
す
る
よ

う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
手
術
以

外
の
方
法

が
よ
り
よ
い
と
き
も

あ
り
、
慎
重
に
対
処
す
べ
き
と

思
わ
れ
ま
す
。

（
松
戸
市
医
師
会
）

来年４月１日 キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

れ
て

い

ま

す

。

18

0

市
役
所
各
課
に
直
通
電
話



卷卩命頂 」

油 Ｑや卸

哂 五冊文
学
に
見
る

平
成
元
年
４
月
か
ら
連
載
を
始
め
た
「
ま
つ
ど
文
学
散

歩
」
も
四
十
四
回
を
数
え
ま
し
た
。
そ
の
中
で
登
場
し
た
、

松
戸
を
舞
台
に
し
た
文
学
、
松
戸
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家

な
ど
を
中
心
に
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ

プ
で
紹
介
し
ま
す
。

圃

市
立
図
書
館

昔
6
5
1
5
1
1
5
番

人

生
の

放
浪
者
松
尾
芭

蕉

松
尾
芭
蕉
は
江
戸
時
代
の
俳

人
で
、
独
自
の

俳
風
「
蕉
風
」

を
確
立
し
て

、
俳
諧
の
革
新
を

果
た
し
ま
し
た

。
市
中
を
去
っ

て

旅
に
あ
こ

が
れ
、
美
に
憑
か

れ
た
人
生
の
放
浪
者
と
し
て

、

生
涯
を
旅
に
過
ご
し
、「
俳
諧
七

部
集
」
や
「
奥
の
細
道
」
な
ど

を
残
し
ま
し
た
。

俳
聖
・
松
尾
芭
蕉
が
松
戸
を

訪
れ
た
と
い
う
記
録
や

、
松
戸

の
こ

と
を
詠
ん
だ
句
は
あ
り
ま

せ
ん
。
「
鹿
島
詣
」
に

、
鎌
ヶ
谷

で
見
た
小
金
牧
の
様
子

を
記
し

て
い
る
だ
け
で
す
。

本
土
寺
、
妙
典
寺
、
蘇
羽
鷹

神
社
の
三
ヵ

所
に
は
、
芭
蕉
の

句
碑
が
残
っ
て

い
ま
す
。
こ

れ

ら
は
、
そ
の
地
域
に

住
む
芭
蕉

系
列
の
葛
飾
派
の
俳
人
や
土
地

の
有
力
者
に
よ
っ
て

建
て
ら
れ

た
も
の
で

す
。

庶
民
派
の
俳
人
小
林
一
茶

「
七
番

日

記

」
「
お

ら

が

春
」

な
ど

の

作

品

を

残
し

た

江

戸

時

代
の

代
表

的
俳
人

小
林

一
茶

は
、

馬
橋
や
小
金
の
宿
に
五
十
九
回
、

延

べ
百

四

十

四
日

間

も
滞

在
し

て

い

ま
す
（
杉
谷

徳
蔵

氏
調

べ
）
。

馬
橋
に
は
、
栢
日
庵
立
砂
（
油

商

・

大
川

平

右

衛

門

）
と

い

う

豪

商

が
い

て

、
そ
こ

へ

通

っ

て

い

た

の
で

す

。

･柴田練三郎　･藤沢周平

ヽ津本陽　　　・中山義秀

･直木三十五　・中里介山

・戸部新十郎

松
戸
の
地
名
の

松
戸

の

地

名

が

「
ま

つ
ど

」

に

近
い

呼

び

名
で

文

献

に
現

わ

れ

た
の

は

、
「
更

級

日

記
」
の

中

の

「

ま
つ

さ

と
」

が
最

初
の

も

の

と
し

て

知

ら

れ
て

い

ま

す

。

治

安
元

年
（
一

〇
二

一

年

）
菅

原

孝

標
は

、
上

総

国

府
か

ら

任

期

を

終
え

て

、

陸

路

京
へ

帰

り

ま

し

た

。

こ

の
と

き
に

同

道
し

た

末

娘

（
当

時

十
三

歳

）
が

五

十
歳

を

過

ぎ
て

か

ら

、

昔
の

記

憶
を

た

ど

っ

て

書
い

た
日

記

が

「
更

級

日

記
」

で

す

。

…
し
も
つ
さ
の
く
に
（
下
総

国

）
と

、
む

さ
し
（

武
蔵

）
と

の

さ

書として
物静まぬ
冬の月

一茶の小金ヶ原の句-

ざぶりざぶりざぶり雨ふるかれの哉

永き日や　煙草法度の小金原

冬枯や　親に放れし馬の顔

へつ ら い 包　 ’

云 ふ か いや な ら

山= 符　　　 、､-

松杉を

ほめてや風

のかおる音

か

ひ

に

あ

る

ふ

と

ゐ

か

は
（
太

日

川

）
と

い

う

か

が

み

の

せ

（
瀬

）
、
ま

つ

さ

と
（
松
戸

）
の

わ

た
り
の
つ
（
津
）
に
と
ま
り
て
…

（
「
更
級
日
記
」
)

「
要

約
」
ふ

と

ゐ
川
（
江

戸

川
）

の

か

み
の

「
ま

つ

さ
と

」

と

い

う
渡

し

場
で

一
泊
し

…

。

そ

れ
以

前
の

文

献
に
「
松
戸

」

と

思

わ

れ

る

地
名

が

出
て

く

る

も
の

と
し

て

は

、
‘
平

安

前

期
に

源

順

が
撰

述
し

た

辞

書

「

和

名

抄
」
（
九
三
七
年
)
で
の
下
総
国

葛

飾
郡

の
「
馬

家
郷

」
、
藤

原

時

平
の
「
延

喜

式
」（
九
二

七

年

）
の

諸

国

駅

伝

馬
（
馬

十

頭

を

置

き

吉田松陰「東北遊日記」司馬遼太郎「世に棲む日々」平野威馬声墓

山下清「裸の大将放浪記大川立砂旧宅跡

小林一茶との交流

･藤訳周平｢一茶」

･井上ひさし｢小林一茶」

・矢代静一「小林一茶」

・田辺聖子「ひねくれ一茶」

一
茶
と
馬
橋
の
栢
日
庵
立
砂

の

交
流
は
、
立
砂
の
臨
終
に

立

ち
会
い
「
栢
日
庵
は
此
道
に
入

始
め
て
よ
り
の
ち
な
み
に
し
て
、

交
り
他
に
こ

と
な
れ
り
」
と
書

い
た

「
挽
歌
」
や

、
同
じ
く
立

砂
の
十
三
回
忌
に
出
会
い
「
手

向
け
の
十
三
句
」
を
捧
げ
た
こ

と
、
立
砂
の
息
子
斗
囿
と
の
そ

の
後
の
親
密
な
交
わ
り
な
ど
、

一
茶
を
研
究
す
る
う
え
か
ら
も

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

藤
沢
周
平
、
井
上
ひ
さ
し
、

田
辺
聖
子

な
ど
の
一
茶
小
説
に

も
、
立
砂
が
登
場
し
て
い

ま
す
。

市

内

で

唯

一
の

一
茶

句

碑

（
子

和

清

水
）

市
立

病

院
で

亡

く
な

り
ま

し

た

。
墓
は
、
地
元
上
本
郷
の

本

福
寺
に
あ
り
ま
す
。

墓
の
石
に
は
自
筆
の
詩
文

「
仏
も
昔
は
人
な
り
き
／
わ
れ

ら
も
終
に
は
仏
な
り
／
花
の
浮

世
を
ふ
り
す
て
て
／
帰
る
こ
の数多い著作を生んだ書斎

文

青
春
小
説
の
舞
台

伊

藤

左

千

夫
「
野

菊

の

墓

」

僕
の
家
と
い
ふ
は
、
松
戸
か

ら
二
里
許
り
下

が
っ
て

、
矢
切

の
渡
を
東
へ

渡
り

、
小
高
い
岡

の
上
で
矢
張
り
矢
切
村
と
言
っ

て
い
る
所
。
(
「
野
菊
の
墓
」
)

松
戸
が
登
場
す
る
小
説
は
数

多
く
あ
り
ま
す
が
、
全
編
の
大

半
を
舞
台
と
し
て
い
る

作
品
は

「
野
菊
の
墓
」
の
ほ
か
に
は
、

そ
の
後
も
ほ
と
ん
ど
出
て
き
て

い
ま
せ
ん
。

千
葉
県
出
身
の
歌
人
・
伊
藤

左
千
夫
が
四
十
一
歳
の
と
き
に

初
め
て
書
い
た
小
説
「
野
菊
の

墓
」
は
、
川
端
康
成
の
「
伊
豆

の
踊
子
」
と
と
も
に
青
春
（
悲

恋
）
小
説
の
双
璧
と
し
て

、
映

画
や
テ
レ
ビ
・
舞
台
な
ど
に
繰

り
返
し
登
場
し
て
い
ま
す
。

「
民
さ
ん

が
野
菊
」
「
政
夫
さ

ん

は

り
ん

ど
う

の
よ

う

な
人

だ
」
と
、
幼
い
愛
の
告
白
を
し

た
二
人
が
、
世
間
体
を
気
に

す

る
親
た
ち
の

た
め
に
引
き
離
さ

れ
、
民
子
は
余
儀
な
い
結
婚
を

し

、
産
後
の
肥
立
ち

が
悪
く
死

ん
で
し
ま
う
哀
し
い
物
語
。

そ
の
舞
台
に
、
な

ぜ
矢
切
が

選
ば
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
左

千
夫
の
兄
の
孫
に
あ
た
る
春
木

て
帰
っ
た
が
、
矢
切
辺
り
の
景

色
を
大
層
気
に
入
り

、
こ

ん
な

所
を
舞
台
に
小
説
を
書
い
た
ら

面

白
い
だ
ろ
う
な
あ
と
洩
ら
し

て
い
た
」
と
、
そ
の
理
由
に
つ

い
て
書
い
て

い
ま

す
。

歌謡曲でも有名な「矢切の渡し」

老人保健

医
療
受
給
者
証

が
更
新
に

１
月
3
1日
ま
で
有
効
の
人

老
人

保
健
法
に
よ
る
医
療
受

給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る

人
で

、
有
効
期
間
が
平
成
５

年

１
月
3
1日
（
受
給
者
証
に
は
昭

和
6
8年
１
月
3
1日

と
記
載
）
で

満
了
と
な
る
人
に
、
新
し
い
健

康
手
帳
と
医
療
受
給
者
証
を
１

月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

新
し
い
医
療
受
給
者
証
の
有

効
期
間
は
、
平
成
５
年
２
月
１

日
か
ら
1
0年
１
月
3
1日

ま
で
の

五

年
間
で

す
。

２
月
１
日
か
ら
は
新
し
い
健

康
手
帳
・
医
療
受
給
者
証
お
よ

び
健
康
保
険
証
を
、
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
し
て
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

※

該
当

者
で

届
か

な
い

場
合

は
、
老
人
保
健
課
ま
で

連
絡

し
て

く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
証
が

変
わ
つ
た
ら

医
療
受
給
者
が
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
証
の
種
類
や
内
容

が
変
わ
っ
た
時
は
、
必
ず
老
人

保
健
課
へ
届
け
出
を
し
て

く
だ

さ
い

。

ま
た

、
診
療
を
受
け
て

い
る

医
療
機
関
に
も
新
し
い
健
康
保

険
証
を
持
参
し
、
そ
の
旨
を
申

し
出
て

く
だ
さ
い

。

転
出
す
る
時

こ
ん
な
費
用
も
支
給
対
象

次
の
よ
う
な
場
合
も
、
医
療

費
の
対
象
に

な
り
ま
す
の
で
、

申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

①
や
む
を
得
な
い
事
情
で

、

医
療
受
給
者
証
な
ど
を
持
た
ず

に
受
診
し
た
場
合
の
治
療
費
②

付
添
看
護
料
（
基
準
看
護
病
院

を
除
く
）
③
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど

の
治
療
用
装
具
代
④
あ
ん
ま
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
は
り
・
き
ゅ
う

の
施
術
費
⑤
移
送
費
用

⑥
生
血

費
用
※

②
～
⑥
は
医
師
が
認
め
た
場

合
に
隕
り
ま
す
。

市
外
へ

転
出
す
る
と
き
は

、

医
療
受
給
者
証
を
返
し
、
転
入

先
で

新
た
に

受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
。

入
院
時
の
一
部
負
担
金
の
特
例

次
の
よ
う
な
場
合
に
、
入

院

時
の
一
部
負
担
金

が
減
額
さ
れ

ま

す
。
①
市
民
税
非
課

税
世
帯
で

、

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い

て

、
市
長
の
認
定
を
受
け
た
人

（
二
ヵ
月
を
限
度
に

一
日
三
百

円
の
負
担
）

②
人
工

透
析
を
受

け
て
い
る
人

、
ま
た
は
血
友
病

の
治
療
を
受
け
て
い
る
人
で

、

市
長
の
認
定
を
受
け
た
人

（
一

ヵ
月
一
万
円

を
限
度
に
負
担
）

※
該
当
す
る
人
は
申
請
が
必
要

で
す
。

蠢
老
人
保
健
課

平成４年４月１日～

９月30日受け付け分

寄
付
を
あ
り
が
と
う

多
く
の
方
々
か
ら

貴
重
な

寄
付

を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と

う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
の
寄
付
は

、
ご
趣
旨
に

沿

っ
て
使

わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

福
祉
関
係
へ
…
松
戸
中
央
ロ
ー

タ
リ

ー
ク
ラ

ブ
、
丸
山
冨
司
雄
、

小
林

清
孝
、
宮
澤
育
子
、
明
治
神

宮

崇
敬
会
、
東
葛
美
術
冢
グ
ル

ー

プ
人

あ
つ

ま
り
展
、
味
華
、
ふ
る

さ
と
会
、
佐
藤
利
信
、
ダ
イ
バ
ー

ズ
シ
ョ
ッ
プ
半
ぎ

よ
人
、
㈱
大
成

美
術
印
刷
所
、
波
場
久
子

、
舞

夢

新
松
戸
社
交
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル

、

大
橋
功
、
創
価
学
会

常
盤
平

本
部

双
葉
支
部
、
関
兼
雄
、
松

本
信
勝
、

馬
橋
地
区
子
ど
も
会

育
成
会
連
絡

協
議
会
、
丸
山
ミ
サ
子
、
渋
木
九

吉
、
根
本
千
代
子

、
東
京
歯
科
大

学
燦
志
会
、
㈱

ダ
イ
ェ

ッ
ク
ス
共

済
会

、
常
盤
平

文
化
連
合
会
、
秋

山
淳
子

、
松
戸

市
建
設
業
協
会
、

エ

ー
・
エ
ル

ー
テ

ィ
産
業
㈱
・
岸

田
敬
三

、
松
戸
名
人
会
、
松
戸
民

踊
愛

好
会

、
㈱
小
川
製
作
所
、
野

村
と
く

、
陣
ヶ
前
こ

と
ぶ
き
会

、

サ
ン
キ
・
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ダ
ク
ト

㈱
・
ザ
・
Ｚ

ク
ラ
ブ
、
小
路
茂

、

北
村
歯
科
診
療
室
、
小
金
原

中
央

商
店
会
、
東
日
本

銀
行
松
戸

支
店

行
員
"
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ク
ル
"
東

日
本
銀
行
と
き
わ

会
、
斉

藤
修
子
、

松

戸
市

家

庭
婦

人

ス

ポ

ー
ツ

連

盟
、
千
葉
県
立

松
戸
高
等
学
校
家

庭
委
員
会
、
胡
録
台

商
工

振
興
会
、

マ
ツ
モ
ト
キ
ヨ

シ
㈱
ス

ー
パ
ー
事

業
部
、
羽
生
正
三

、
松
戸
い
ず
み

幼
稚
園
、
石
谷

き
み

、
深
谷
夕
ヵ

子

、
朝
日
生

命
労
働
組
合
・
朝
日

生
命

職
員
組
合
、
お
も
ち
ゃ
の
Ａ

エ

ー
ス

常
盤
平
店
、
片
山
千
代

、

明

治
学
院
大
学
社
会
学
部

社
会
福

祉
学
科
、
小
島
洋
子
、
松
戸

市
観

光
梨
園
組
合
連
合
会
・
松
戸

市
梨

研
究
会
、
㈱
ノ
ー
ブ
ル
・
千
葉
興

業
銀
行
馬
橋
支
店

、
片

愈
静
江
、

舞
夢
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル

、
比
嘉
清

良
、
石
亀
喜
久
代

、
大
日

本
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ス

㈱
松
戸
製
造
所
、
㈱

丸
井
柏
店
労

働
組
合
、
鎌
滝
重
子
、

小
野
里
啻
文

、
池
田
紀
久
男
、
田

村
裕
、
大
正

寺
、・
鈴
木
吉
次

、
星

幸
会

、
椎
名
勇
、
土
山
謙
治

、
立

正

佼

成

会
松

戸

協
会

常

盤
平

支

部
、
山

喜
会

教
育
関
係
へ
…
渡
辺
四
郎
、
渡

辺
正

洋
、
谷
口
徳
光
、
松
戸

南
ラ

イ

オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
、
黄
色
い

帽
子

の

会
、「
心
に
刻
む
ア

ウ
シ
ュ
ヴ
ィ

ッ
ツ

展
」
松
戸
展
実
行

委
員
会
、

松
戸
市
相
撲
協
会
、
京

葉
ガ
ス

㈱
、

舞
夢
Ｍ

Ｋ
社
交

ダ
ン
ス

、
ア
コ

ー

ル

聖
徳
、
小
金
原
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
・

小
金
原
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
、

八
柱
ダ
ン
ス

、
永
妻

喜
代
夫
、
サ

ン
ヨ

ー
ホ

ー
ム

㈱
・
㈱
ち
ぱ
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
、

ブ
ル

ー
チ

ッ
プ
ス

タ
ン

プ
㈱

そ
の
他
…
路
上
放
棄
車
処
理
協

力
会

、
大
平
勤
、
小
嶋
真

、
東
京

電
力

㈱
松
戸
営
業
所
、
鈴
木

満
・

鈴
木

久
徳
、
㈲

イ
マ

イ
写
真
機

店
、

㈱
峰
月
、
商
工
中
金
松
戸

支
店
、

吉
野
利

男
・
児
玉
清
見

、
松
田

一

義
、
飯
沼
豊
、
木
内
剛

、
荒
木
筆

義

（
敬
称
略
・
順
不

同
）

年

末

年

始

の

犯

罪

と

事

故

を

防

止

し

ま

し

よ

う

外
出
前
や
お
や
す
み
前
に
は
カ
ギ
の
確
認
を

飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な
ら
飲
む
な

千葉周作　　

･司馬遼太郎

･山岡荘八

･海音寺潮五郎

･津本　陽

.直木三十五

,中 里介山

都営几性霊

主な紀行文
「更級日記」菅原孝標の娘1021年
「北国紀行」堯恵法印　1486年
「常陸帯」安藤定為　1698年
「金ヶさく紀行」中村国香　1765年
「寛政三年紀行」小林一茶　1798年
「成田の道の記」著者不詳　1798年
「江戸名所図会」1834年
「小金紀行」友田次寛　1841年
「手賀沼北辺紀行」赤松宗旦　1855
年

西条八十夫妻墓碑銘
われらたのしくここにねむる
離ればなれに生れめぐりあひ
短かき時を愛に生きしふたり
悲しく別れたれどここにまた
心となりてとこしえに
寄りそひねむる

日
の
閑
け
さ
よ
／
祇
園
精
舎
の

う
し
ろ
に
は
／
よ
も
よ
も
知
ら

ぬ
杉
立
て

り
」

が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
（
墓
は
横
浜
の
外
人
墓
地

に

も
あ
り
ま
す
）
。

カ
ナ
リ
ヤ
の
詩
人

西
条
八
十

都

営
八

柱

霊

園
に

は

、
詩

人
・

西

条
八

十

の

墓

が

あ
り

ま

す
一

八

十
は

、
大
正

８

年
に

詩

集

「
砂

金

」

を
刊

行

。
フ

ラ

ン

ス

風

の

明

る
い

象

徴

的

な

抒
情

詩

で

、

詩

人
と

し

て

の

地
位

を

確

八
十
と
晴
子
夫
人
が

「
寄
り

そ
ひ
ね
む
る
」
墓

立
し

ま
し

た

。

大

正

後

期
か

ら

は

、

児
童

雑

誌

「
赤

い

鳥
」

に

多

く
の

童
謡

を
発

表

し
て

、
北

原

白

秋

、
野

口
雨

情

ら

と

並

び
、

大

正

期
の

代
表

的

童

謡

詩
人

と

な

り

ま
し

た

。ほ

か

に

も

、

歌
謡

曲

や

民

謡

の

作

詞
で

も

活

躍
し

ま

し

た

。

「
唄

を

忘

れ
た

か

な

り
や

」「
マ

リ
と

殿

様
」
「
蘇
州

夜
曲

」
「

東

京

音

頭
」
「
青
い

山

脈

」
「
王

将
」

と
い

っ

た
童

謡

、

歌
謡

曲

は

、

ど

れ

も

な
じ

み

の
深

い

も

の

ば

か

り
で

す
。

「
霧
と

影
」
で
飛

躍

水
上

勉

水
上
勉
は

、
昭
和
3
2年
９
月

（
三
十
八
歳
）
か
ら
3
4年
1
0月

ま
で
の
二
年
間
、
下

矢
切
に
住

ん
で
い
ま
し
た

。

昭
和
2
3年
に

「
フ
ラ

イ
パ
ン

の

歌
」
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
十
年
の

用もなく

乗る渡舟なり猫 柳

水
上
勉
が
暮
ら
し
て
い
た
矢
切
駅
周
辺

空
白
期
開
か
あ
り

、
3
3年
に

出

世
作
「
霧
と
影
」
を
発
表
、
3
6

年
に
「
雁
の
寺
」
で

直
木
賞
を

受
賞
し
て

、
一
躍

流
行
作
家
と

な
り
ま
し
た
。

松
戸
在
住
時
代
は

、
ち
ょ
う

ど
「
霧
と
影
」
を
書
き
、
脚
光

を
浴
び
る
ま
で
の

巣
立
ち
の
時

期
だ
っ
た
の
で

す
。

水
上
勉
が
住
ん
で
い
た
家
が

あ
っ
た
の
は

、
今
の
北
総
開
発

鉄
道
の
矢
切
駅
の
辺
り
で

、
残

念
な
が
ら

、
当
時
の
家
は
残
っ

て
い
ま
せ
ん

。

〈松戸・江戸川〉

菅原孝標の女

｢更級日記」

･江戸名所図会

十返舎一九

「続々膝栗毛」

・義経記

・田山花袋「朝」

・永井荷風

「断腸亭日乗」

･山本周五郎

「青べか日記」・為永春水「春色恵の花」

由
来

旅
行

者
の

便
に

供
し

た

制
度
）
の

項
に
あ
る
「
茜
津
」
が
あ
り
ま
す
。

松

戸
は

、
当

時

か
ら

交

通
上

の

重

要

地

点
だ

っ

た
の

で

、「
茜

津
」
は

「
馬

津
」
で

は

な
い

か

、

そ

し
て

「
馬

津
」

と

か

「
馬

津

郷

」

が

「

ま
つ

さ

と

」
に

な

り

「
ま

つ

ど

」
に

な

っ

た

の
で

は

な

い

か

と
い

う

説

が
、

地

名
の

ル

ー
ツ

と

言

わ

れ
て

い

ま

す

。

か
つ
て
は
太
日
川
と
呼
ば
れ

た
江
戸
川

松
戸
の
快
人
平
野
威
馬
雄

平
野
威
馬

雄
は
、
戦
後
す
ぐ

に
市
内
に
住
み

始
め
た
松
戸
市

が
誇
る
著
名
文
化
人
で

す
。

詩
人
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
の

肩

書

の
ほ

か
に

も
児

童

文
学

者
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
研

究
家
、
混
血
児

救
済
レ
ミ
の
会
会
長
、
お
化
け

を
守
る
会
会
長
な
ど
多
方
面
に

活
動
し
て
い
ま
し
た
。

著
作
は
「
レ
ミ
は

生
き
て
い

る
」
、
詩
集
「
青
火

事
」
、
翻
訳

で
フ

ァ
ー
ブ
ル

の
「
昆
虫
記
」

な
ど
三
百
冊
以
上
で
、「
す
ぐ
や

る
町
の
大
ま
じ
め
な
は
な
し
」

は

、「
す

ぐ

や

る

課

」

を

前
段

に

松

戸

の

昭

和
2
0

年
～
3
0
年

代
の

話

を

書
い

て

い

ま

す

。

平

野

威

馬

雄

は

、
昭

和
6
1
年

上

本
郷
・
本
福
寺
の
墓

西
蓮
寺
「
野
菊
の

墓
文
学
碑
」

学
に
見
る千

枝
子

氏

が
、

著

書

「

歌
人

伊

藤

左

千

夫
」

の

中

で

、「
左
千

夫

は

た

び

た

び

柴

又

の

帝

釈
天

を

訪
れ

、
江

戸
川

を
渡

っ
て

松

戸

か

ら

市
川
へ

出

あんない

松戸の文学散歩

しばらくは

花のうへなる　月夜かな

母 扁が

耆 して呑 ま４

今さらに別れともなし春霞一茶

又の花見も命也けり　　　立砂

世は夢のみな通ひ路の

梅の花

式亭三馬

「浮世風呂」

文芸評論家

礁田光一(故人)宅

「思想としての東京」「永井荷風」ほか

李恢成「哭」

･関口ふさえ

蜂の殺意

･正岡子規「水戸紀行」

･大佛次郎「天皇の世紀」

･中里介山「大菩嶐峠」。

芝本好 子「美の季 節。

瀬戸内晴美

「二こ過ぎて」

・阿川弘之

「軍艦長門の生涯」

｀^ 咒y･ ’17 ゙’　･ 伊藤左手夫「野菊･ﾌ1墓。
誇 訟ふ

４ ま」･ 三逖 夲円加 澡田口霑宙 忻Ｊ

｀も

･咄太
＝うじ　　＿　･水原秋痛子「葛飢

陳い い 湧511　･ 石田ﾖ祕 厂江東黻時記。　 ’“ ゛

’孳目禿５
戸畑眦ｊ

一日・圭介ヽ ”野蒟Ｑ箍殺人事聚
‘?;W てぢ甓l

乱　 ’石岑美由起 演歌 涙 切垳席賍



松
戸

市

成
人
式

１

月
1
5日
吩
　

会
場
市
民
会

館
　

対
象
昭
和
4
7年
４
月
２
日

か
ら
4
8年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で

、
市
内
に
住
民
票

の
あ
る
人
（
対
象
者
に
は
通
知

を
発
送
済
み
）
　
内
容
式
典
と

記
念
講
演
会

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

塵
社
会
教
育
課
四
6
6－
7
4
6

2
番

初

も
う
で

歩

け
歩

け
会

１

月
１
日
吩
午
前
９
時
東
漸

寺
本
堂
前
集
合
　
コ

ー
ス
東
漸

寺
～
本
土

寺
～
広
徳
寺
～
赤
城

神
社
～
蘇
羽

鷹
神
社
～
幸
谷
観

音
～
山
王

神
社
～
八
坂
神
社

（
約
九
㌔
・
二
時
間
三
十
分
）

費
用
無
料
（
完
歩
証
あ
り
）

匣
当
日

集
合
場
所
で

蠢
体
育
指
導
委
員
・
細
野

｀
4
2

－
2
7
5
9

番

催

し

物

松

戸
西

子

ど
も
劇

場
低

学
年

部

例

会

1
2月
2
2日

㈹
午
後
６

時
開
演

会
場
市
民
会
館
　
費
用
二
千
四

百
円
　

内
容
劇
団
う
り
ん
こ「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
宇
宙
人
？

」

黯

事
務
局
四
6
1－
1
6
0
6

番

松

戸
演

劇
鑑

賞
会

観
劇

会

１
月
2
2日
面

午
後
６

時
開
演

会
場
市
民
会
館
　
費
用
五
千
二

百
円
　

内
容
北

村

和

夫

主

演

「
花
咲
く
チ

ェ
リ

ー
」

蠢
事
務
局
四
6
9－
5
3
5
9

番

（
午
後
７

時
ま
で
）

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。

地

域
子

育
て

相
談

１
月
①
1
9日
㈹

②
2
1日
困
午

前
1
0時
～
午
後
３
時
3
0分
　

会

場
①
柏
市
中
央
公
民
館
②
婦
人

会
館
　

費
用
無
料

膠

県
教
育
庁
東
葛
飾
地
方
出
張

所
社
会
教
育
課｛
1
6
1－
2
1
1

0
番人口と世帯 （12月1日現在）

(
)
は
前
月
比

○人口　462,167人（＋402）

男　235,230 人 （ ＋166 ）

女　226,937 人 （＋236 ）

〇世帯　169,087　（＋287）

松

戸

史
談
会

・
松

戸
史

跡

七

福
神

め
ぐ

り

１
月
1
0日

㈲
午
前
1
0時
新
京

成
常
盤
平
駅
北
口

集
合
〔
雨
天

時
は
1
7日
回
　

費
用
三
百
円

行
程
金
ヶ
作
か
ら
殿
平
賀
ま
で

徒
歩
十
諺
約
六
時
間

茴
神
尾

｀
4
1－
2
4
5
8

番

と
き

わ
平
少

年
少

女
合

唱
団

ク
リ
ス

マ
ス

コ

ン
サ

ー
ト

1
2月
2
3日

吩
午
後
５

時
開
演

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
無
料
（
整
理
券
必
要

）

黯
加
藤

｀
8
4－
6
0
7
9

番

障
害
児

・
者

と
共

に
楽
し

む

コ

ン
サ

ー
ト

１
月
９
日

出
午
後
２

時
3
0分

～
４
時
　

会
揚
常
盤
平
市
民
セ

ン

タ
ー
　
費
用
五
百
円
（
障
害

児
・
者
は
無
料
）
出
演
し
ゅ
う

さ
え
子
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

う
た
の

お
ね

え

さ
ん
）
ほ
か

蠢
障
害
者
問
題
研

究
会
・

近
藤

｛
1
8
7
1
1
6
6
7
番

ニ
ュ

ー
イ

ヤ

ー
・
ポ

ピ
ュ
ラ

ー
コ

ン
サ

ー
ト

１
月
2
3日
出
午
後
６

時
開
演

会
場
市
民
劇
場
　

費
用
一
般
三

百
円

、中
学
生
以
下
二
百
円
（
当

日
券
あ
り
）
　

内
容
弦
楽
・
ギ

タ
ー
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
大
正
琴
・

マ
ン

ド
リ
ン
・
声
楽
・
コ
ン
ボ

バ
ン

ド
な
ど

黯
松
戸
市
音
楽
協
会
・
高
橋
四

6
8
1へ乙
７
１
４
番

障
害
者
に
理
解
を

心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

ス
ポ
ー
ツ

小
金

新
春

親
子

マ
ラ

ソ
ン

ー
月
２
日

出
午
前
1
0時
か
ら

（
雨
天
時
は
３
日
収

に
延
期
）

会
揚
小
金
北
小
学
校
　

費
用
無

料
（
お
し
る
こ

あ
り
）
　
内
容
五

冫
の

部
（
中
学
生
男
子
・
高
校

男
女
）
、
三
㌔
の
部
（
小
学
生

男
女
・・
中
学
生
女
子
・
一
般
女

子

）
　
対
象
地
区
住
民

蔗
当
日
午
前
９

時
～
９

時
3
0分

の
聞
に
会
場
で

蠢
体
育
指
導
委
員
・
藤
咲
四
4
4

－
9
2
4
8

番

混

合

ダ

ブ

ル

ス

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

大

会

１

月
1
7
日

㈲

午
前

９

時

～

午

後
５

時
　

会

場

運
動

公

園

体

育

館
　

対
象

市

内

在
住

・

在

勤

・

在

学

者
　

内

容

｝
部

圭

一
湎

費

用
登

録

者

千
二

百

円

、

未

登

録

者
千

五

百

円
（

各

一
人

）

惠

１

月

８
日

金
ま
で
（
必

着

）に

、

ハ
ガ
キ
に
ク
ラ
ブ
名
を
記
入
し

て

〒
2
7
1松

戸

市

中
和

倉

三

〇
四

－

八

松

戸

市

バ

ド
ミ

ン

ト

ン

協

会

・
長

谷

川

（
・
1
4
1－
7
9
2

5

番
）

へ

障
害

児
の

た
め

の
水

泳
指

導

者
養

成
講

座

１

月
1
5日

脚
～
1
7日

⑧
午
前

９

時
～
午
後
５

時
　

会
場
ク
リ

ー
ン

セ
ン
タ

ー
屋
内
プ
ー
ル

定
員
三
十
人
　

費
用
五
千
円

蠢
か
も
め
ス
イ
ミ
ン

グ
ク
ラ
ブ

・

染
谷
｛
1
6
7
1
8
4
9
0
番

市

民

冬

休

み

短

期

ス

ケ

ー

ト

教

室

（

フ

ィ

ギ

ュ

ア

）

1
2月
2
5
日

廊
～
2
8
日

㈲

、

午

前
８

時
3
0
分

～
９

時
3
0
分

（
そ

の

後
一

時

間

自

由
滑

走

）
　
　
会

揚

新
松

戸

ス

タ

ー
ラ

ン

ド
　

対

象
市

内

在

住

・
在

勤

の
小

学
生

以

上

・
百

五
十

人
　

費
用

四

千

円

（
指

導

料

・
貸

靴

・

保
険

料

含
む

、

前
日

ま
で

に

納
入

）

※
北
小

金

駅

午

前
８

時

発
の

無

料

送
迎

バ
ス

あ
り

。

兩

住

所

・

氏

名
・

年

齢

・
電

話

番

号

を

電

話
ま

た

は
Ｆ

Ａ

Ｘ

で

松

戸

市

ス
ヶ

Ｉ

ト

連

盟
・
1
4
1
1

2
1
2
1

番

、

Ｆ

Ａ

χ
4
5
－

９
｀
Ｏ

Ｑ
）１

番

へ

ジ
ュ

ニ

ア

ア

イ

ス

ホ

ッ

ケ

ー

体

験

ス

ク

ー

ル

１

月

５

日

～
2
6
日

の

毎

週
火

曜

日

、
午

後
７

時
1
5
分

～
８

時

1
5分
　

会
場

新

松
戸

ス

タ

上

フ

ン

ド
　

対

象

市
内

在

住
の

五

歳

～
小

学

校

六

年

生
　

費

用
三

千

五
百
円
（
指
導

料
・
貸
靴
料

含
む
）

※
北
小

金

駅

か
ら

送
迎

バ

ス

あ

り
。
匣

住

所

・
氏

名

・

年
齢

・

電

話

番

号

を

電
話

ま

た
は

Ｆ

Ａ

Ｘ
で

松

戸

市
ス

ケ

ー

ト

連
盟
・
1
4
1
－

2
1
2
1

番

、

Ｆ

Ａ

χ
4
5
－

2
0
8
1

番

へ

松
戸
市

高
等

学

校
親

善
サ

ッ

カ

ー
大

会

1
2月
2
3日
吩
午
前
1
0時
、
2
6

日
出
午
前
９
時
3
0分

、
2
7日
㈲

午
前
1
0時
か
ら
雨

天
決
哲

会
場
松
戸
矢
切
高
校

グ
ラ
ウ
ン

ド
（
2
6日
は
小
金
高
校
で

も
実

施
）
　
　費
用
無
料
（
入
場
）

默
松
戸

市
体

育

協
会

酋
6
9－

2
0
3
0

番

初
心

者
テ

ニ
ス

教
室

２

月
４
日
～
４

月
１
日
の
毎

週
木

曜
日
、
⑤
午
前
９
時
3
0分

⑧
午
前
1
1時
1
5分
○
午
後
１

時

か
ら
　

会
揚
栗
ヶ
沢
公
園
庭
球

場
　

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の

人
　

費
用
七
千
円
（
保
険
料
含

む
）

惠
１
月
1
5日
吩
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

啻

了

希
望
ク
ラ
ス
（
第
三
希

望
ま
で

）
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
1

松
戸
市
馬
橋
三
二
七
四
松
戸
市

テ
ニ
ス

協
会
・

成
田
（
・
1
4
4
－

2
2
2
8

番
、
午
後
８

時
～
1
0

時
の
み
）
へ

水

泳

教

室

１

月
1
2
日

～

２

月
1
6
日

の

毎

週

火

・
金

曜

日

（

計
十

回

、
１

月
1
5
日

を

除

く

）
、
午

後
３

時

～

５

時
　

会
場

ク

リ

ー
ン

セ

ン

タ

‐
‐
屋

内

プ

ー
ル
　

対

象

一
般

市

民
　

定

員
四

十

人

（

多

数
の

時

は

抽

選

）
　

費

用

無

料

惠
１

月
５

日

㈹
（
必

着
）
ま
で
に

、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年

齢

・
電

話

番

号

・
教

室

名

を

明

記

し
て

、
〒
2
7
1松
戸

市

上

本

郷
四

四

三

四

松

戸

市

運
動

公

園

内

ス

ポ

ー
ツ

課

（

一`
6
3－
9
2

4
1

番
）

へ

保

健

衛

生

Ｄ
Ｐ
Ｔ
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
、
破
傷
風
混
合
）

ワ
ク
チ
ン
個
別
接
種

接
種
場
所
市
内
の
委
託
医
療

機
関
（
問
診
表
と
同
封
の
医
療

機
関
一
覧
表
の
中
か
ら
選
ん
で

く
だ
さ
い
）
　

対
象
一
期
＝
生

後
三
ヵ
月
～
四
十
八
ヵ
月
未
満

の
人
で
三
回
接
種
し
ま
す
（
生

後
四
十
八
ヵ
月
～
七
十
二
ヵ
月

未
満
の
人
お
よ

び
百
日
せ

き
に

か
か

っ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
Ｄ

Ｔ
〔

ジ
フ
テ
リ
ア

、
破
傷
風
混

合
〕
で
接
種
し
ま

す
）。
二
期
＝

一
期
終
了
後
十

二
ヵ
月
～
十
八

ヵ
月
の
間
に
一
回
接
種
し
ま
す
。

申

し

込
み

を

す

る
人

六

歳

未
満

の
人
で
、
一
期
＝
(
三
回
）
、
二

期
（
一
回

）
を
接

種

し

て

い

な
い

人

で

問

診

票

を
持

っ
て

い

な
い

人
　

申

し

込

ま
な

く

て

も
よ

い

人

一
期

―
平

成
４

年
７

月
１

日

～

平

成
４

年
９

月
3
0
日

生
ま

れ

の

人

。

二

期
＝

平

成
３

年
２

月

１

日

～

平

成
３

年
５

月
3
1
日

生

ま

れ

の

人
で
一
1
1
1
1

一
月

末

ま
で

に

住

民

登

録

を
し

て

い

る
人

は
、

５

年
１

月
上

旬

に

通

知

し

ま
す

。

匣
ハ
ガ
キ
に
下
記
串
し
込
み
要

募
集
し
ま
す

名
・

学

年
・
氏

名

を

記
入

し
て

、

各
学

校

を

通
じ

て

（

市

外
の

学

校
に

通
学
し
て
い

る
人
は
直
接
）
、

選
挙

管

理
委

員
会

事

務
局

へ

．

※
応
募

作
品
は
お
返
し
し
ま
せ
人

明

る

い
選

挙
習

字

作
品
募

集

内
容
明

る
い
選
挙
お
よ

び
明

る
い
社
会
を
表
す
も
の
　

対
象

市
内
住
在
の
小
・
中
学
生
、
高

校
生
　

規
格
半
切
画
仙
紙
（
縦

亘

二
十
五

惣
、
横
三
十
五

惣
）

賞
入
選
者
に
は
賞
状
・
記
念
品

全
応
募
者
に
参
加
賁

※
入
選
作
品
は
１

月
2
6日
㈹
～

3
1日

㈲
の
間
に
、
文
化

ホ
ー

ル
で

展
示
し
ま
す
。

匣
１
月
1
2日
㈹
ま
で
に

、
学
校

日時12 ／29（火） 午前

10時 ～午後４時

会場伊勢丹松戸店前

黯 健康管理課業務係

領
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市

根
本
三
八
七
－

五
松
戸
市
役
所

保
健
衛
生
課
Ｄ
Ｐ
Ｔ
係
へ

蠢

保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

会　場　名
ツベル

クリン
判定ＢＣＧ
時間

衛　 生　 会　 館 2/10圉 2/12刪
午後
2時
15
分～
午後
2時
30
分

五香市民センター 2/2(火)2/4 困

松飛台市民センター 1/25(月)1/27圉

小金北市民センター 1/11回 1/13圉

東 部市民センター 1/26(火)1/28困

馬橋東市民センター 1/19(火)1/21困

健康増進センター 1/18(月)1/2〔X昶

常盤平市民センター 1/20(水)1/22瀏

明 市 民センタ ー 改修 工事

古ヶ崎市民センター 2/1(月)2/3 圉

稔台市民センター 1/18(月)1/2肺

小金原市民センター 1/12(火〉1/14困

新松戸市民センター 1/19(火)1/21 休）

小金市民センター 1/26(火)1/2肺

常盤平市民センター 2/8(月)2/怛瀕

馬橋市民センター 2/3 團 2/5 刪

六実市民センター別館 1/11(月)1/13團

二十世紀が丘市民ｾﾝﾀｰ 2/8(月)2/1剛

対
象
市
内
在
住
の
三

十
歳
以

上
の
女
性
（
今
年
度
、
市
内
の

受
託
医
療
機
関
で
受
診
し
た
人

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）
　
費
用

百

円
（
生
活
保
護
世
帯
・
市
民

新

生
児

訪
問

指
導

従
事

者
を

募

集対
象
助
産
婦
ま
た
は
保
健
婦

期
間
来
年
４
月
か
ら
一
年
間
（
週

一
日
か
二
日
）
　
　人
数
若
干
名

頸
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課

｀

6
1－

ｎ
乙
ｌ
ｎ
／`
１
番

市

立

病

院

パ

ー

ト

職

員

募

集

職

種

臨

床

検
査

技

師

（
四

十

歳
ま

で

の

有

資
格

者

）
　

勤

務

時
間

午

前
９

時
～

午

後
２

時

選
考

方

法
面

接
（
随

時

）

黯

市

立

病

院
庶

務

課

人
事

係
四

6
3
1‐
９
乙
１

７

１

内

線

り
乙
４

１

３

番税
非
課
税
世
帯
・
老
人
医
療
対

象
者
は
無
料
）

匣
当
日
会
場
で
（
左
表
）

蠢
健
康
管
理
課
業
務
係

小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

衛
　

生
　

会
　

館

会
　
　
　

場

２
／
2
5困

２
／
９
㈲
・
2
3図

１
／
1
9㈲
・
２
／
２

㈲
・
４
困

１
／
1
4困
・
2
6図
‐
2
8困

日
　
　
　
　

程

午
後
２
時

～２
時
3
0分

受
付
時
間

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
険
査
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

ツ

ベ
ル

ク

リ

ン
反

応

検
査

、

Ｂ
Ｃ

Ｇ

予

防

接

種
を

上

記
日

程

表

の
と

お

り

実

施
し

ま

す

。

申

し

込
み

を

す

る
人

Ｂ
Ｃ

Ｇ

接

種

当
日

四

歳

未

満
で

Ｂ
ｃ

Ｇ

を

一

度

も
受

け
て

い

な

い

人
で

ツ

ベ
ル

ク
リ

ン

、
Ｂ

Ｃ

Ｇ

の

問

診

票

を

持

っ
て

い

な
い

人

。
　

申

し

込

ま

な

く
て

も
よ

い

人

平

成

４

年
４

月

１

日

～
平

成

４

年
９

月
3
0
日

生
ま

れ

の
人

で

］１１
月

末

ま
で

に
住

民

登

録

を
し

て
い

る

人

は

、
５

年
１

月
上

旬
に

通

知

し

ま

す

。

※
以

前
の

ツ

ベ
ル

ク

リ

ン

、
Ｂ

ｃ

Ｇ

の

問

診
票

を

持

っ
て

い

る
人
は

、
そ
れ
で
受
け
ら
れ

ま
す
。

匣
ハ
ガ
キ
に
左
記
申
し
込
み
要

領
を
記
入
し
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根

杢

二
八
七
－

五
松
戸
市
役
所
保

健
衛
生
課
ツ
反
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ

係
へ

ハガキ申し込み要領黷
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

日　程　表

ハガキ申し込み要領

乳
が
ん
検
診

愛の献血

手
作
り
作
品
展

示
即

売
会
「
ふ

れ
あ

い
の

店
」
の
作

品
募

集

展
示
即
売
期
間
２
月
％一
日
市

～
３
月
１
日
㈲
　

展
示
即
売
会

場
柏
そ

ご
う
　
募
集
内
容
六
十

歳
以
上
の
人
や
障
害
の

あ
る
人

に
よ
る
手
作
り
作
品
　

募
集
期

限
１

月
2
2日
廁
ま
で

に
、
な
が

い
き
課
ま
た
は
し
あ
わ
せ
課
へ

蠢
な
が
い
き
課
福
祉
係



7９９２年(平成４年)y ２月２０日

情報
講
座
・
講
演

矢
切
公
民
館
第
三
期
成
人
講
座

科　　目 期　　日 時　間 講　　師 内　　　容 費　用

手持ちの糸で

カンタン手編み

1 /21～3/25

の毎週木曜日
(全９回)

午前10時

～正午

ヴォーグ講師

浅沼　純子氏

カーディガン、

おしゃれな小物
3,000円

星を見てみよう

1/22愈

2/12 圀･26愬
3/12 廊

午後フ時

～８時30分

天文教育普及

研究会

小林　昭彦氏

星の位置と星座の
見つけ方

惑星を見分けるに
は　　　　 ほか

無　料

古典講座

日本の華の文化
2/3C 水)･４困 午前10時

～正午

桐朋学園大学

長江　信之氏

日本の"華"や

"風流"こついて

会
場
矢
切
公
民
館
　

定
員
各
三
十
人
　
　
　
　
　

、

惠
往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
科
目
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
記
入
し

、
〒
2
7
1
松
戸
市
上
矢
切
二
九
九
－

一
矢
切
公

民
館
（
・
1

6
8－
1
2
1
4

番
）
へ

図
書

館
市

民

講
座

「
千

代
田

線
に

乗

っ
て

美
術

館
と

音
楽

ホ

ー
ル
巡

り

」

日
時
１
月
2
1日
困
午
前
９

時

3
0分
、
松
戸
駅
市
民

ギ
ャ
ラ
リ

ー
前
集
合
、
午
後
４
時
明

治
神

宮
前
駅
解
散
予
定
　

定
一

先
着

三
十
人
　
コ
ー
ス
出
光
美
術
館

－

サ
ン

ト
リ

ー
ホ
ー
ル

ー
根
津

美
術
館
－

太
田
記
念
美
術
館

費
用
入
館
料

♀

五
百
五
十
円
）

と
交
通
費

圉

電
話
で
市
立
図
書
館
四
6
5－

’む
１
１
［
Ｄ
番
へ

小
金

原
成

人

学
校

１

月
2
1日
團
午
前
1
0時
～
正

午
　

会
場
小
金
原
体
育
館
会
議

室
　

内
容
「
学
ぶ
心
を
育
て
る
」

＝
立
教
大
学
講
師
・
安
藤
弘
氏

費
用
無
料

ａ

保
育
（
費
用
五
十
円
）
あ
り
。

默
社
会
教
育
課
成
人
教
育
係
四

6
6
1
7
4冖｛
｝ｎ
／】番

ふ

れ

あ

い

教

室
（

ワ

ー

プ

ロ

）

日
時
Ａ
コ
ー
ス
…
１
月
2
0
日

出

・
2
1
日

出

・
2
2
日

廊

、
Ｂ

コ

ー
ス
…
１
月
2
5
日
囲
・
2
6
日
㈹
・

2
7日

出

、

両

コ

ー
ス

と

も

午

後

６

時
3
0
分

～
８

時
3
0
分
　

会

揚

勤

労
会

館
　

対

象

市
内

在

住

・

在

勤
の

勤

労

者
で

初

心
者
　

定

員

両
コ

ー
ス

と

も
十

人

（
串

し

込
み

多
数

の

場

合
は

抽

選

）

費
用

無
料

惠
1
2
月
2
8
日

側

（

消
印

有

効

）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏

名

・

年
齢
・
電

話

番
号
・
勤

務

先

・

教
室

名
（
ワ

ー

プ

ロ
）
・

コ

ー

ス
（
Ａ

か

Ｂ

）
を

明

記
し

て

、

〒
2
7
1松
戸

市

根

本

三

八
七
－

五

松

戸

市

役
所

商

工

課

労

政
係

へ

音
楽

の
広

場
（

合
唱

講
座

）

1
2月
2
2日
吻
午
後
１

時
3
0分

～
３

時
3
0分
　

会
揚
市
民
会
館

費
用
テ
キ
ス
ト
代
二
千
七
百
円

圜
社
会
教
育
課
市
民
文
化

係
四

6
6
1
7
4冖Ｏ
ｎ
／`
番

お

知

ら

せ

申
告
を
必
要
と
す
る
人
平
成

５

年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に

事
業
用
の
償
却
資
産
（
市
内
の

他
の
事
業
所
に
貸
し
付
け
て

い

る
も
の
を
含
む
）
を
所
有
し
て

い
る
個
人

、
法
人
で

、
業
種
は

問
い
ま
せ

ん
。
　
償
却
資
産
の

内
容
土
地
及
び
家
屋
以
外
の
、

事
業
の
た
め
に
使
う
こ
と
の
で

き
る
資
産
で

、
次
の
よ
う
な
も

の

。
①
構
築
物
（
構
内
舗
装
、

広
告
設
備
、
塀

な
ど
）
②
機
械

お
よ
び
装
置
（
原
動
機
、工

作
、

土
木
、
物
品
加
工

な
ど
の
各
種

機
械
装
置

な
ど
）
③
船
舶
（
ボ

ー
ト
、
釣
り
船
な
ど
）
④
航
空

機
（
飛
行

機
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー

な
ど
）
⑤
車
両
お
よ
び
運
搬
具

松

戸
駅

～
成
田
空
港

高
速

バ
ス
の
ダ
イ

ヤ

が
改
正

新運行時刻表

松 戸 駅 発

6:00 6:45 9:45 12 : 55

14 : 10 15 : 20 18 : 35 20 : 15

成田空港発

ア：１０ 8:40 10 : 00 13 : 00

15 : 45 17 : 00 18 : 30 21 : 00

※第１旅客ターミナル、第２旅客ターミナルとも同

時刻

●発 着 場…松戸駅西口５番乗り場

●所要時間…80分～90分

●運　　賃…片道2,000円（小人1,000 円）

市

税
の

収
納

は
1
2
月
2
7日
襾

も

行

い
ま
す

市
税
の
納
付
を
忘
れ
て
い
る

人
は
、
1
2月
2
7日
収
も
市

役
所

収
納
課
と
各
支
所
で
、
午
前
９

時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ

納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

蠢
収
納
課

蠢京成バス松戸営業所さ62 －1255番、市交通計画課

「
喜

楽

の
家
」
が
馬

橋

に
戻

る

改
修
工
事
の
た
め
、
常
盤
平

第
二
小
学
校
に

移
転
し
て

い
た

喜
楽
の
家
（
身
体
障
害
者
通
所

施
設
）

が
元

の
場
所
に
戻
り
ま

し
た
。
　
場
所
馬
橋
二
九
八
六

蠢
喜

楽
の
家
四
4
4－
9
9
5
1

番

ご

み

減

ら

し

「

お

と

し

だ

ま

作

戦

」

に

ご
協

力

を

い

ら

な
く

な

っ
た

年
賀

状

な

ど
の
ハ
ガ
キ
類
の
再
資
源
化
に

ご
協

力

く
だ

さ

い

。

回

収

日

時
１

月
1
8
日

側
～
2
7

日

湘

の

間
の

各
回

収

場

所
の

執

務
（
営

業

百

時
　

回

収

場

所

市

役

所

（
市

民

課
・

正

面

玄

関
受

付

）
、
各
支

所

、
Ｊ

Ｒ

松

戸

駅
（
み

ど
り

の

窓

口

）
、
市
内

各

郵

便
局

に

そ

れ
ぞ

れ

設
置

し

た

回

収
箱

※
ハ
ガ
キ
の
裏
面
に
写
真
な
ど

が

プ
リ

ン

ト

さ
れ

て

い

る

も

の

、

ビ
ニ

ー
ル

な

ど

で

表
面

が

加
工

さ

れ
て

い

る
も
の

、

紙
以

外

の

素

材
の

も

の

は
再

資
源

化
で

き

ま
せ

ん

。
回

収

箱
に
入

れ
な
い
で
く
だ

さ
い

。

※
回
収
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
を
抽
選

し

、
景

品

を

差
し

上

げ

ま

す

。

蠢

ご
み

を

減
ら

す

課

昨 年のｒ砌とし だま作軋 ‘

父

子
家

庭

の
皆

さ
ん

へ

児

童
養

護

費
を
助

成
し

ま

す

対

象
婚
姻
解
消
、
死
亡
、
生

死
不
明
な
ど
の
た
め
、
母
に

養

育
さ
れ
て

い
な
い
十
八
歳
以
下

の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
父
が
、

出
張
・
病
気
・
入
院
な
ど
の
事

情
で

、一
時
的
に
児
童
の
養
育
・

世
話
を
家
政
婦
な
ど
に
委
託
し

報
酬
を
支
払
っ
た
場
合

※
た
だ
し
義
務
教
育
終
了
前
の

児
童
が
一
人
以
上
い
る
こ
と
。

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

助
成
日
数
一
ヵ
月
五
日
以
内

助
成
額
一
日
五
千
二
百
円

二

時
間
六
百
五
十
円
以
内
）
を
限

度
に
助
成
　

必
要
書
類
費
用
の

明
細
書
・

領
収
書
、
所
得
証
明

書
、
そ
の

他
必
要
な
書
類

圜
援
護
課

援
護
係

や
め

よ
う

電
柱

な

ど
へ
の

張

り
紙

、
張

り
札

、
立

て
看

板

市
で
は
、
街
を
き
れ
い
に
保

つ

た
め
、
許
可
の
な
い
張
り
紙
、

張
り
札
、
立
て

看
板
な
ど
の
撤

去
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
み
よ
い
き
れ
い
な
松
戸
に

す
る
た
め
、
ル

ー
ル
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
場

合
は
、
届
け
出
を
し
許
可
を
受

け
て

く
だ
さ
い
。

蠢
建
築
指
導
課
庶
務
係

カ

ン

ボ

ジ

ア

に

ラ

ジ

オ

を

カ
ン

ボ
ジ

ア

の

通
信

手

段

の

確

保
に

協

力

す

る

た
め

に

、

国

連

カ
ン

ボ
ジ

ア

暫

定
行

政

機

構

を

通
じ

て

、

中

古

ラ
ジ

オ

を

送

っ
て

い

ま

す

。
不

用
に

な

っ
た

ラ

ジ

オ
が

あ

り

ま
し

た

ら

ご
協

力

く

だ
さ

い

。

日

時
1
2
月
2
3
日

吩
午

前

い１１（
時

～

午

後
３

時
　

場

所
松

戸

駅

西

ロ

デ

ッ

キ

黯
松
戸
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ

ー

ク
（
博

翔

学

院
内

）
・

吉

田
・
1

4
1－
6
6
2
2

番

工

業
統

計
調

査

に

ご
協
力

を

通
商
産
業
省
で
は
、
毎
年
1
2

月
3
1日
現
在
で

、
全
国
一
斉
に

工

業
統
計
調
査
お
よ
び
石

油
等

消
費
構
造
統
計
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

1
2月
下

旬
に

、
知
事
が
任
命

し
た
調
査
員
が
各
事
業
所
に
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を

お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
調
査

票
は
こ
の

調
査
目
的
以
外
に
は

一
切
使
用
し
ま
せ
ん
の
で

、
正

し
い
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

黷
総
務
部
庶
務
課
統
計
係

海
外
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
体
験

３

月
2
0日
脚
～
４

月
５
日
側

行
き
先
ア
メ
リ
カ

ー
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア

な
ど
　

費
用
四

十
万
円

前
後
黯
助
国
際
青
少
年
研

修
協
会
四

0
3－
3
3
5
9

－
8
4
2
1

番

〒

月
2
5日
向
ま
で

）

文
化

ホ

ー
ル

の
利

用

を
受

け

付

け
ま

す

３

月
3
0日
㈹
か
ら
６

月
2
7日

㈲
ま
で
の
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。
絵
画
・
書
道
な
ど
の
展
示

に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
日
時
１

月
５
日
㈹

午
前
1
0時
　

受
け
付
け
会
場
文

化
ホ
ー
ル
講
座
室
　

持
ち
物
代

表
者
印
・
使
用

料
・
社
会
教
育

関
係
団
体
は
登
録
証

類
文
化

ホ
ー
ル
四
6
7－
7
8
1

0
番

検
察

審
査

会
に

ご
相
談

を

交
通
事
故

、
詐
欺
な
ど
の
被

害
に
あ
っ
て

、
警
察
や

検
察
庁

に
届
け
出
た
が
、
検
察
官
が
そ

の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ

な
い
。
こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち

の
人
は
、
検
察
審
査
会
に
お
気

軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

費
用
は
無
料
で

、
秘
密
は
固

く
守
ら

れ
ま
す
。

黷
松
戸

検
察
審
査
会
事
務
局
四

6
8－
［
Ｄ
１
４
１

番

外
国

人

登
録
制

度

が
変

わ
り

ま
す１

月
８
日
吻
か
ら
次
の
よ
う

に
変
わ
り
ま
す
。

〇
永
住
者
・
特
別
永
住
者
に
つ

い
て
は
、
指
紋
押
な
つ
制
度

が
廃
止
さ
れ
、
次
回
登
録
切

り
替
え
の
際
に
は
署

名
・
家

族
事
項
を
登
録
。

〇
登
録
用
写
真
サ
イ
ズ
が
縦
四

十
五
㍉
、
横
三
十
五
㍉
に
変

わ
る
ほ
か
、
規
格
が
変
わ
り

ま
す
。

蠢
市
民
課
整
備
係

一健康保険証を忘れずにー

救急・年末年始の医療体制市役所・支所

連絡先
医師会・歯科医師会・薬剤師会のご協力により、

年末年始も診療を行います。

◆夜間急病診療所(毎日)午後8時～11時衛生会館内

………………………………………昔68-3756 番

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレホンサービ ス …………………………a66-0010 番

◆緊急休日･年末年始(12/29 ～1/3) 在宅当直医

午前9時～午後5時 テレ ホンサービス……登66-0010 番

◆休日土曜日･年末年始(12/30 ～1/4) 夜間歯科診療所･

午後8時～11 時 衛生会館内 ……………… 昔65-3430 番

●市　役　所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061

干
葉
県
エ
イ
ズ
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
昔
0
1
2
0－
3
2
5
8
1
2
番

償
却
資

産
（
固

定
資
産
税

）
の
申
告
は
、
２
月
１
日
ま
で
に

ご参加ください

（
動
力
運
搬
車
、
大
型

特
殊
自
動

車
な
ど
）
⑥
工
具
・
器
具
お
よ

び
備
品
（
机
、
ロ
ッ
カ
ー
、
シ

ョ
ー
ケ

ー
ス
、
応
接
セ
ッ
ト
、

パ
ソ
コ
ン
、
ワ

ー
プ
ロ
な
ど
）

申
告
期
限
法
定
申
告
期
限
は
２

月
１
日
側
で
す
が
、
事
務
処
理

上
１
月
2
0日
困
ま
で
に
申
告
し

て

く
だ
さ
い
。

※
正
当
な
理
由
が
な
く
申
告
し

な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
申
告

を
し
た
場
合
は

、
過
料
な
ど

を
科
さ
れ
た
り
、
不
利
益
な

扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ

い

。

蠢
資
産
税
課
税
課
償
却
資
産
係



ミス東京に選ばれた

松村涼子さんは、この秋ミス東

京に選ばれました。

ミス東京コンテストは、東京新

聞と大東京祭協賛会の主催。松村

さんは知性・健康美・明朗の３点

を基準とした厳しい審査を見事に

パス。同コンテストは、個人の磨

き抜かれた個性を尊重するため、

水着審査は行われません。

現在、三越銀座店外商部に籍を

置きながら、都の公式行事では都

知事のパートナーとして、またミ

ス中央区としても活躍中。

二中時代は、走り高跳びで市内

の中学生新記録をマーク。この記

録はいまだに破られて､いないそ

うです。

人生のより高い目標に向かつ

て、彼女は一歩一歩着実に歩み続

けているように思われます。

ミス東京として行事に参加する松村さん

一
つ

一
つ
の
仕
事
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

特
に
ミ
ス
東
京
に
推
し
て
下
さ
っ
た

中
央
区
さ
ん
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

来
春
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
な
ど
ア
メ

リ
カ
各
地
を
親
善
訪
問
し
ま
す
が
、
大

役
を
果
た
せ
る
か
少
し
心
配
で
す
。

こみ収集・し尿のくみ取り

最終収集日と収集開始日

燃やせるごみ
収集曜日 12月最終収集日 1月収集開始日

月･水･金地区 30日伽 ４日(月)

火・木･土地区 29日(火 ５日(火)

燃 や せないご み

収集曜日 12月最終収集日 1月収集開始日

月･水地区 30日伽 ４日(月)

火･木地区 29日(火) ５日(火)

水･金地区 30日伽 ６日伽

木･土地区 26日出 ７日附

月･金地区 28日(月) ４日(月)

火･土地区 29日(火) ５日(火)

資源ごみ・有害ごみ

収集曜日 12月最終収集日 泪収集開始日

月曜地区 28日(月) ４日(月)

火曜地区 29日(火) ５日(火)

水曜地区 30日困 ６日伽

木曜地区 24日附 ７日困

金曜地区 25日廁 ８日脚

土曜地区 26日出 ９日出

年

末
の
ご
み
収

集
と
し
尿

の
く
み
取
り

は
、
1
2月
3
0日
團
ま
で
で
す
。

来
年
は
１
月
４
日
側
か
ら
開
始
し
ま
す
。

年
末
は
、
大
掃
除
な
ど
で
、
ご
み
量
が
増

加
し
ま
す
。
ご
み
の
分
別
を
守
っ
て
、
計
画

的
に
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

年
内
に
し
尿
の
く
み
取
り
が
必
要
な
場
合

は
、
早
め
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

1
2月
2
3日
團
は
祝
日
で
す
が
、
ご
み
収
集

と
し
尿
の
く
み
取
り
を
行
い
ま
す
。

新
年
を
き
れ
い
な
環
境
で
迎
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
最
終
収
集
日
、
収
集
開
始
日
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

閲
ご
み
＝
清
掃
第
１
課
業
務
係
、
し
尿
＝
清

掃
第
２
課
指
導
係

スナップ　ショット

あなたの撮ったスナップ写真

(街の話題･身近な出来事など)

をお寄せく ださい。採用の方に

は記念品を差し上げます。

広報課

1 ／10(日)まで

年末・年始の交通事故防止運動

実施中

ちぱの道　さわやか・マナーで

交通安全

年末年始

関東高校駅伝に優勝

市役所に優勝報告に訪れた、市立松戸高校陸上部の皆さん

群馬県前橋市で、11月22日、関東高等学校駅伝競

走大会が行われました。

１都７県から、予選を通過した48チームが参加し、

７区間42.195km を力走。市立松戸高校は、区間１位

が２人、区間２位も ２人と好走し、見事優勝しまし

た。市役所へ優勝の報告に訪れた陸上部員の皆さん

は、「来年の全国大会出場をめざして頑張りたい」と

話していました。

市役所と関係機関の休み

１／７(木)まで

年末年始火災特別警戒

実　施　中

松戸市消防局･松戸市消防団

松
戸
保

健
所
6
1
-

2
1
2

1
番

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
体
育
室
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
温
水
プ
ー
ル

青
少
年
会
館（
本
館
・
分
館
）

婦
　
　
人
　
　
会
　
　
館

青

少

年

電

話

相

談

ユ

ー

カ
リ

交

通

公

園

戸
　

定
　

歴
　

史
　

館

文
　

化
　

ホ
　

ー
　
ル

六
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
青
松
園

東
部
ス

ポ
ー
ツ

パ
ー
ク

矢
　

切
　

公
　

民
　

館

図
書
館
（
本
館

・
分
館
）

小
金
原
・
常
盤
平
体
育
館

運
　
　
動
　
　
公
　
　
園

健

康

増

進

セ

ン

タ

ー

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

市
　
　
民
　
　
会
　
　
館

自

転

車

保

管

場

所

市
　
　
民
　
　
劇
　
　
場

勤
　
　
労
　
　
会
　
　
館

市
　
　
立
　
　
病
　
　
院

市

民

セ

ン

タ

ー

市

役

所

・

支

所

名
　
　
　
　
　
称

飼
い
犬
・
飼
い
猫
の
引
き
取
り

水
　
　
質
　
　
検
　
　
査

腸
内
細
菌
検
査

一

般

健

康

相

談

1
2月
2
5日
廁
～
１
月
６
日
伽

1
2月
們
日
廁
～
１
月
６
日
伽

1
2月
2
2日
㈲
～
１
月
1
0日
剛

1
2月
2
8日
側
Ｓ
１
月
４
日
月

1
2月
2
8日
回
～
１
月
８
日
廁

1
2月
2
7日
剛
Ｓ
１
月
４
日
側

1
2月
2
8日
回
Ｓ
１
月
４
日
側

1
2月
2
9日
関
～
１
月
３
日
日

休

み

の

期

間

第36
代

松村　涼子 さん (上矢切

)

表彰式での松村さん

年末年始の

市立松戸高校

松戸
の
野鳥

最も小さく、数も多いカモで、冬の間は群

れで行動しています。水田や比較的小さな川

などで餌（えさ）を捕るため、市内でも内陸で

見かけることも多く、例えば造成中の「21世

紀の森と広場」の池にも多数住んでいます。

秋に渡来したときは、雄も地味な羽色です

が、今ごろからきれいに衣替えしてしきりに

雌の気を引く様子が見られます。こちらで新

しくカップルを作り、春になると一緒に北国

の繁殖地へ戻って行きます。

全長　　　　　　♂41cm・♀34cm

翼開長　　　　　♂51cm・♀64㎝

見られる場所　　　江戸川や水田

雄は栗(くり)色の頭に緑の目の線

黄色の尻　身体の側面に白線

雌は全体が地味な茶色

コガモ


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7

